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修±論文要旨
赤のイメージに対する研究：中国における地域間比較及び日中比較
Researchonthe　Image　ofRed：Intra－cu1tura1Comparison　at4　Districts　in　China　and
　　　　　　　　　　Cmss－cu1tura1Comparison　betweenJapan　and　Chim
張　　碧（Etsu　Cho）　指導：齋藤　美穂教授
【緒言】
　「世界の若者の色彩認知や色彩感情はよく一致し、『7割
が普遍的、3割が個別的』」（千々岩，1999）とされている
が、「赤」は世界的に好まれる色のIつとして、そうした独
自性が見られる色ではないかと思われる。同じアジア地域
に属する中国と日本においても、赤はしばしば登場するが、
赤に対する感情には相違が見受けられる。本研究は中国の
4つの地域（北京、武漢、杭州、重慶）と日本の首都であ
る東京の5つの都市を調査地にし、赤のイメージを解釈す
ることを起点とし、地域の違いがどのように色彩感情に影
響するか、また、色彩感情はどのようにその国の色彩感覚を
反映させるかという点について解明することを目的とした。
【方法】
対象者　中国人大学生（平均21．6歳）536名（男232名、女
304名）と日本人大学生（平均20．9歳）150名（男75名、女
75名）合計686名を対象とした。
刺激「中国伝統色対照表」（李，1996）における「大紅」
（4R4．5／14）と「朱」（7R5．0／14）のマンセル値を準とし
て、2枚のカラーチャートを作成した。刺激①各色の最高
彩度（平均C：14．33）に設定した赤系の16色（V：4．O，4．5，
5，0，5．5；H：4R，5R，6R，7R）で構成されたカラーチャー
ト（各色3．5×2．0cm，N7．5のA5判台紙に貼付）。
刺激②赤系の2色大紅〈4．OR4．5／15〉と朱＜7．OR
5．0／15〉から構成されたカラーチャート（各色5．Ox5．0cm，
N7．5のA5判台紙に貼付）。
手続き　赤に対する色彩感情、赤い物の所有状況、赤から
の遵想語、日中のイメージ色、色彩に対する認識などに関
する質問を設け、刺激提示を伴う調査を行った。
調査時期　2003年12月中旬～2004年6月初旬。
【結果及び考察】
1）中国における地域間比較結果及び考察
　赤に対する色彩感情は中国の4つの調査地域で類似して
おり、赤を好むという傾向は全体で共通して見られた。
　「最も赤らしい」色としては、主に明度の低い、青み寄り
の赤（7R4．0／15）が選択された。この色は中国で常に使
用される「大紅」（李，1996）と相違があることが明らかに
なった。また、色彩嗜好の順位からみると、中国人にとっ
て赤は決して嫌いな色ではないが、最も好きな色でもな
かった。しかし、赤い物の所有率は非常に高く、赤からの
連想語では、伝統行事に関わる言葉が多く回答され、赤と
いう色は「めでたい」という重要な意味を持つことが分っ
た。
2）日中二国問の比較結果及び考察
　赤が慶事の象徴色であることは日中とも共通していると
いえるが、本調査においては相違点もいくっか見られた。
　「最も赤らしい」色には、北京、東京の対象者とも明度の
低い赤を選択したが、色相からみると、中国人の方が青み
寄りの赤を選んだ。「ジャパニーズ・レッド」とは、黄みが
かった朱を指すが（末永，2003）、日本人以上に中国人の方
が黄みに偏った赤を赤として選択したことは従来の説と異
なったといえる。また、赤の使い方においても異なる点が
見られた。日本人は明度の低い色を配色させ、抑えを重ん
じる配色センスを呈し、赤の鮮やかさや華やかさを弱める
方向性を示した。一方、中国人は黒と白の他、青や黄、緑
等、高彩度色を組み合わせ、赤の華やかさを強調する配色
方法が顕著に見られたといえる。ここには中国人の情熱的
な感情が表れているように思われる。このように中国と日
本は同じ文化領域に属していながら、それぞれの意識を持
ち、独自性を保っていることが捉えられた。
【結　論】
　赤に対するイメージは、中国内での地域差を越えて各地
域で、共有される部分が多く、本調査では日中間の差異の
方が顕著に見られた。中国においては、赤に込められ、代々
受け継がれてきた伝統的な思想の影響が捉えられたが、文
化交流と時代の影響で赤が持つ意味も変化してきていると
いえる。また、慶事色として日中で共有される感情がある
ものの、赤という色に対しては、それぞれに独自の姿勢と
美意識を持つことが明らかとなった。中国の方が伝統の「め
でたい」意味の影響が強く、日本においては政治的な意味
が消失しつっある傾向が捉えられたといえる。
　本調査では、色彩嗜好、色の使い方、色からの連想など
の色彩感情の分析を通じて、国に根ざす文化の違いが垣間
見られた。色彩感情に反映されるその国の国民性、美的セ
ンスに注意を向け、’文化間比較、民族間比較を更に続けて
いくことが今後の課題であるといえる。
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